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【
人
副
天
數
】

『
春
秋
繁
露
』
人
副0

天
數
篇
に
「
天
地
之
符　

陰
陽
之
副0　

常
設
於
身　

身

猶
天
也　

數
與
之
相
參　

故
命
與
之
相
連
也　

天
以
終
歳
之
數
成
人
之
身　

故

小
節
三
百
六
十
六　

副0

日
數
也　

大
節
十
二
分　

副0

月
數
也　

内
有
五
藏　

副0

五
行
數
也　

外
有
四
肢　

副0

四
時
數
也　

乍
視
乍
瞑　

副0

晝
夜
也　

乍
剛
乍
柔　

副0

冬
夏
也　

乍
哀
乍
樂　

副0

陰
陽
也　

心
有
計
慮　

副0

度
數
也　

行
有
倫
理　

副0

天
地
也
（
中
略
）
於
其
可
數
也　

副0

數　

不
可
數
者　

副0

類　

皆
當
同
而
副0

天
一
也
」
と
あ
る
。
こ
の
、
篇
名
に
も
見
え
、
文
中
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る

「
副
」
と
は
何
か
。
同
篇
の
上
文
に
「
物

疾
莫
能
偶0

天
地　

唯
人
獨
能
偶0

天

地　

人
有
三
百
六
十
節　

偶0

天
之
數
也　

形
體
骨
肉　

偶0

地
之
厚
也　

上
有
耳

目
聰
明　

日
月
之
象0

也　

體
有
空
竅
理
脈　

川
谷
之
象0

也　

心
有
哀
樂
喜
怒　

神
氣
之
類0

也
（
中
略
）
是
故
人
之
身　

首

而
員　

象0

天
容
也　

髪　

象0

星
辰

也　

耳
目
戻
戻　

象0

日
月
也　

鼻
口
呼
吸　

象0

風
氣
也　

胸
中
達
知　

象0

神
明

也　

腹
胞
實
虚　

象0

百
物
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
の
、「
偶
」
や
「
類
」
や
「
象
」

〔
ち
な
み
に
、
篇
名
に
も
「
官
制
象0

天
」
と
い
う
の
が
あ
る
〕
な
ど
を
參
考
す

れ
ば
、「
副
」
は
、
正
副
の
副
で
、〝
副
貳
〞
の
意
味
で
あ
る
、
と
解
釋
で
き
る
。

日
本
語
に
譯
す
の
は
難
か
し
い
が
、
お
お
よ
そ
、
名
詞
的
に
は
、〝
そ
え
〞・〝
ひ

か
え
〞・〝
う
つ
し
〞、
動
詞
的
に
は
、〝
し
た
が
う
〞・〝
そ
う
〞
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
こ
れ
は
、
四
時
之
副0

篇
に
「
聖
人
副0

天
之
所
行
以
爲
政　

故
以
慶
副0

暖
而
當
春　

以
賞
副0

暑
而
當
夏　

以
罰
副0

淸
而
當
秋　

以
刑
副0

寒
而
當
冬　

慶

賞
罰
刑　

異
事
而
同
功　

皆
王
者
之
所
以
成
德
也　

慶
賞
罰
刑
與
春
夏
秋
冬　

以
類
相
應
也　

如
合
符　

故
曰
王
者
配0

天　

謂
其
道
」
と
あ
り
、
王
道
通
三
篇

に「
是
故
治
世
與
美
歳
同
數　

亂
世
與
惡
歳
同
數　

以
此
見
人
理
之
副0

天
道
也
」

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
確
認
で
き
る
〔
な
お
、
前
者
に
「
配0

天
」
の
語
が

あ
る
こ
と
に
注
目
。
ま
た
、
後
者
の
「
副0

天
道
」
に
つ
い
て
は
、
篇
名
に
も
「
循0

天
之
道
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
陰
陽
義
篇
に
「
天
亦
有
喜
怒
之
氣

哀
樂
之
心　

與
人
相
副0　

以
類
合
之　

天
人
一
也
」
と
あ
る
の
は
、
天
が
正
で

人
が
副
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
天
人
合
一
」
の
相
對
的

0

0

0

な
言
い
方

0

0

0

0

で
あ
っ
て
、

特
例
と
い
え
る
〕。
と
こ
ろ
で
、
爲
人
者
天
篇
に
も
、
件
の
「
副
」
が
登
場
し
、

「
爲
生
不
能
爲
人　

爲
人
者
天
也　

人
之
人
本
於
天　

天
亦
人
之
曾
祖
父
也　

此
人
之
所
以
乃
上
類
天
也　

人
之
形
體　

化
天
數
而
成　

人
之
血
氣　

化
天
志

而
仁　

人
之
德
行　

化
天
理
而
義　

人
之
好
惡　

化
天
之
暖
淸　

人
之
喜
怒　

化
天
之
寒
暑　

人
之
受
命　

化
天
之
四
時　

人
生
有
喜
怒
哀
樂
之
答　

春
秋
冬

夏
之
類
也　

喜　

春
之
答
也　

怒　

秋
之
答
也　

樂　

夏
之
答
也　

哀　

冬
之
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答
也　

天
之
副
在
乎
人

0

0

0

0

0

0

」
と
あ
る
。
今
こ
れ
を
、
中
島
隆
博
氏
は
〝
人
を
生
む

も
の
〔
父
母
〕
が
人
を
作
る
の
で
は
な
く
、
人
を
作
る
の
は
天
で
あ
る
。
人
が

人
で
あ
る
の
は
天
に
本
づ
く
。
天
は
人
間
の
曾
祖
父
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
人

が
上
に
あ
っ
て
は
天
に
類
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
の
形
體
は
天

の
數
〔
原
理
〕
を
變
化
さ
せ
て
作
ら
れ
る
。
人
の
血
氣
は
天
の
志
〔
心
〕
を
變

化
さ
せ
て
仁
と
な
る
。
人
の
德
行
は
天
の
理
を
變
化
さ
せ
て
義
と
な
る
。
人
の

好
惡
は
天
の
暖
淸
〔
暖
か
さ
と
冷
た
さ
〕
を
變
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
人
の

喜
怒
は
天
の
寒
暑
を
變
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
人
の
受
命
は
天
の
四
時
を
變

化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
人
が
生
ま
れ
る
と
喜
怒
哀
樂
の
反
應
が
あ
る
の
は
、

（
天
に
）
春
秋
冬
夏
が
あ
る
の
と
類
比
的
で
あ
る
。
喜
は
春
の
反
應
で
あ
り
、

怒
は
秋
の
反
應
で
あ
り
、
樂
は
夏
の
反
應
で
あ
り
、
哀
は
冬
の
反
應
で
あ
る
。

天
は
人
の
傍
に
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

〞〔『
コ
ス
モ
ロ
ギ
ア
│
天
・
化
・
時
』
法
政
大
學
出
版
局
、

三
六
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
う
ち
、
最
後
の
「
天
之
副

在
乎
人
」
を
〝
天
は
人
の
傍
に
あ
る
〞
と
譯
し
て
い
る
部
分
が
、
上
の
議
論
か

ら
す
る
と
、
い
さ
さ
か
奇
妙
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
人
が
正
で
天
が
副
で
あ
る

か
の
よ
う
な
感
じ
が
し
て
し
ま
う
の
も
、
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
よ
り
も
、
先

の
人
副
天
數
篇
の
文
中
に
「
陰
陽
之
副0

」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
、
先
に
あ

げ
た
篇
名
に
「
四
時
之
副0

」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
こ
の
「
天
之
副0

」

は
、
一
つ
の
言
葉
と
し
て
讀
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
天
之
副
在
乎
人
」
は
、〝
天
之
副

0

0

0

〔
ひ
か
え
・
う
つ
し
〕
が
人
に
あ
る
〞
と
讀

む
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
そ
う
な
る
と
、「
人
之
形
體　

化0

天
數
而
成
」
以
下
、
何
度
か
登
場
す
る
「
化
」
も
、
中
島
氏
の
よ
う
に
〝
變

化
さ
せ
る
〞
と
譯
す
よ
り
も
、
單
純
に
〝
し
た
が
う

0

0

0

0

〞
と
譯
し
た
方
が
、
す
っ

き
り
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
〔
ち
な
み
に
、『
淮
南
子
』
主
術
訓
「
禽
獸
昆

蟲
與
之
陶
化0

」
の
高
注
に
「
化　

從0

」
と
あ
り
、『
呂
氏
春
秋
』
仲
夏
紀
〈
大
樂
〉

「
天
下
太
平　

萬
物
安
寧　

皆
化0

其
上
」
の
高
注
に
「
化
猶
隨0

也
」
と
あ
る
〕。

な
お
、
こ
と
の
つ
い
で
に
、
中
島
氏
の
譯
を
も
う
一
箇
所
と
り
上
げ
て
み
た

い
。『
春
秋
繁
露
』
必
仁
且
智
篇
に
「
凡
災
異
之
本　

盡
生
於
國
家
之
失　

國

家
之
失
乃
始
萌
芽　

而
天
出
災
害
以
譴
告
之　

譴
告
之
而
不
知
變

0

0

0　

乃
見
怪
異

以
驚
駭
之　

驚
駭
之
尚
不
知
畏
恐　

其
殃
咎
乃
至
」
と
あ
る
の
を
、
中
島
氏
は

〝
お
よ
そ
災
異
の
本
は
、
こ
と
ご
と
く
國
家
の
失
政
に
由
來
す
る
。
國
家
の
失

政
が
萌
し
始
め
た
段
階
で
、
天
は
災
害
を
起
こ
し
て
譴
告
す
る
。
譴
告
し
て
も

そ
の
變
を
理
解
し
な
い
場
合
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
怪
異
の
も
の
を
出
現
さ
せ
て
驚
駭
さ
せ
る
。

驚
駭
さ
せ
て
も
な
お
畏
怖
し
な
い
場
合
は
、
天
の
咎
め
は
極
ま
る
〞〔
同
書
、

三
八
〜
三
九
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、「
不
知
變
」
を
〝
そ
の
變

を
理
解
し
な
い
場
合
は
〞
と
譯
し
て
い
る
部
分
が
、
お
か
し
い
。
筆
者
な
ら
ば
、

こ
こ
は
、
下
の「
不
知
畏
恐
」
と
對
應
さ
せ
て
、〝
く
い
あ
ら
た
め
な
い
場
合
は
〞

と
譯
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
に
は
「
國
家
將
有
失
道
之

敗　

而
天
乃
先
出
災
害
以
譴
告
之　

不
知
自
省

0

0

0

0　

又
出
怪
異
以
警
懼
之　

尚
不

知
變

0

0　

而
傷
敗
乃
至　

以
此
見
天
心
之
仁
愛
人
君
而
欲
止
其
亂
也
」
と
あ
っ
て
、

『
繁
露
』
の
「
不
知
變
」
を
「
不
知
自
省
」
と
し
、「
不
知
畏
恐
」
を
「
不
知
變
」

と
し
て
い
る
、
つ
ま
り
、
上
下
を
入
れ
換
え
て
い
る
、
か
ら
で
あ
る
。
入
れ
換

え
可
能
な
ら
ば
、
上
下
は
同
じ
範
疇
の
言
葉

0

0

0

0

0

0

0

の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、『
漢

書
』
孔
光
傳
に
「
臣
聞
師
曰　

天
左
與
王
者　

故
災
異
數
見　

以
譴
告
之　

欲0

其
改
更

0

0

0　

若
不
畏
懼　

有
以
塞
除　

而
輕
忽
簡
誣　

則
凶
罰
加
焉　

其
至
可

必
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
「
欲
其
改
更
」
を
み
れ
ば
、
件
の
「
不
知
變
」
の
意
味
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は
決
定
的
で
あ
る
〔
つ
ま
り
、
變
ず
る
の
は
、
天
で
は
な
く
て
、
人
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
。
ち
な
み
に
、
氏
自
身
が
下
文
（
四
〇
頁
）
で
引
く
『
論
衡
』
譴

告
篇
に
も
「
儒
者
之
説
又
言　

人
君
失
政　

天
爲
異　

不
改

0

0　

災
其
人
民　

不0

改0　

乃
災
其
身
也
」
と
あ
る
〕。

と
こ
ろ
で
、
中
島
氏
は
、
こ
の
必
仁
且
知
篇
の
文
を
あ
げ
た
後
、〝
天
譴
災

異
説
が
中
國
の
重
要
な
思
想
と
し
て
定
着
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
董
仲
舒
の

議
論
は
そ
の
理
論
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
天
人
合
一
を
主

張
し
た
董
仲
舒
が
目
指
し
た
の
は
、
皇
帝
權
に
ど
う
齒
止
め
を
か
け
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
天
が
參
照
さ
れ
た
の
で
あ
る
〞〔
同
書
、
三
九
頁
〕
と
述
べ

て
い
る
。
定
説
は
確
か
に
そ
の
と
お
り
な
の
だ
が
、
先
の
董
仲
舒
傳
の
「
以
此

見
天
心
之
仁
愛

0

0

人
君
而
欲
止
其
亂
也
」
や
孔
光
傳
の
「
天
左
與

0

0

王
者
」
な
ど
を

み
る
と
、
筆
者
に
は
ど
う
も
合
點
が
い
か
な
い
。
天
は
む
し
ろ
君
主
を
寵
愛
し

0

0

0

て
い
る

0

0

0

の
で
は
な
い
の
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
念
に
つ
い
て
は
、『
續
編
』
の
【
幸

之
】
の
項
で
既
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
一
つ

だ
け
つ
け
加
え
る
と
、
實
は
、
筆
者
は
〝
董
仲
舒
は
、
君
側
の
御
用
學
者
、
い

な
、
呪
術
師

0

0

0

で
は
な
か
っ
た
の
か
〞
と
妄
想
し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
妄
想
だ
か

ら
、
證
據
と
い
う
の
は
變
だ
が
、
理
屈
な
ら
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
お
よ
そ
、

君
側
に
あ
っ
て
、
こ
び
へ
つ
ら
い
、
そ
の
權
威
を
粉
飾
す
る
、
と
い
う
の
が
、

呪
術
師
の
役
割
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
〔
君
主
の
お
氣
に
入
り

の
呪
術
師
は
、
君
主
の
氣
紛
れ
で
、
あ
る
日
突
然
廢
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
危
險

性
も
大
で
あ
り
、
董
仲
舒
の
受
難
も
、
そ
の
よ
う
な
事
例
と
し
て
理
解
で
き
る

か
も
知
れ
な
い
〕。
も
う
一
つ
は
、
董
仲
舒
に
呪
術
師
的
な
面
が
あ
っ
た
形
跡

が
わ
ず
か
に
殘
っ
て
い
る
、
か
ら
で
あ
る
。『
春
秋
繁
露
』
の
篇
名
に「
求
雨
」・

「
止
雨
」
と
い
う
の
が
あ
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
り
、
ま
た
、
文
と
し
て
も
、『
春

秋
繁
露
』
同
類
相
動
篇
に
「
天
有
陰
陽　

人
亦
有
陰
陽　

天
地
之
陰
氣
起　

而

人
之
陰
氣
應
之
而
起　

人
之
陰
氣
起　

而
天
地
之
陰
氣
亦
宜
應
之
而
起　

其
道

一
也　

明
於
此
者　

欲
致
雨

0

0

則
動
陰
以
起
陰　

欲
止
雨

0

0

則
動
陽
以
起
陽　

故
致

雨
非
神
也　

而
疑
於
神
者　

其
理
微
妙
也
」
と
あ
り
、
何
よ
り
も
、『
漢
書
』

董
仲
舒
傳
に
「
仲
舒
治
國　

以
春
秋
災
異
之
變
推
陰
陽
所
以
錯
行　

故
求
雨

0

0　

閉
諸
陽　

縱
諸
陰　

其
止
雨

0

0

反
是　

行
之
一
國　

未
嘗
不
得
所
欲
」
と
あ
る
。

【
躇
猶
超
】

今
、
公
羊
の
何
注
に
於
け
る
訓
詁
を
、
動
詞
的
な
語
に
關
す
る
も
の
に
限
り
、

四
つ
の
型
に
分
類
し
つ
つ
、
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
第
一
の
型
と
し
て
、「
平　

治
也
」〔
隱
公
元
年
〕「
抜　

引
也
」〔
同
上
〕

「
辭　

讓
也
」〔
同
上
〕「
最　

聚
也
」〔
同
上
〕「
奔
者　

走
也
」〔
同
上
〕「
存　

在
」〔
隱
公
三
年
〕「
隱　

痛
也
」〔
同
上
〕「
復　

報
」〔
同
上
〕「
弑
者　

殺
也
」

〔
隱
公
四
年
〕「
討
者　

除
也
」〔
同
上
〕「
考　

成
也
」〔
隱
公
五
年
〕「
僭　

齊

也
」〔
同
上
〕「
相　

助
也
」〔
同
上
〕「
過　

歴
也
」〔
隱
公
六
年
〕「
即
者　

就

也
」〔
桓
公
元
年
〕「
趨　

走
也
」〔
桓
公
二
年
〕「
目　

見
也
」〔
同
上
〕「
恃　

賴
也
」〔
桓
公
三
年
〕「
苗　

毛
也
」〔
桓
公
四
年
〕「
充　

備
也
」〔
同
上
〕「

者　

狂
也
」〔
桓
公
五
年
〕「
怠　

解
」〔
桓
公
八
年
〕「
設　

施
也
」〔
桓
公

十
一
年
〕「
舍　

置
也
」〔
同
上
〕「
屬　

託
也
」〔
桓
公
十
六
年
〕「
舍　

止
也
」

〔
同
上
〕「
改　

更
也
」〔
莊
公
三
年
〕「
疾　

痛
也
」〔
莊
公
四
年
〕「
還　

繞
也
」

〔
莊
公
十
年
〕「
獲　

得
也
」〔
同
上
〕「
禦　

禁
也
」〔
莊
公
十
二
年
〕「
散　

放

也
」〔
同
上
〕「
進　

前
也
」〔
莊
公
十
三
年
〕「
從　

隨
也
」〔
同
上
〕「
圖　

計
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也
」〔
同
上
〕「
　

辟
也
」〔
同
上
〕「
僂　

疾
也
」〔
莊
公
二
十
四
年
〕「
操　

迫
也
」〔
莊
公
三
十
年
〕「
遏　

止
」〔
莊
公
三
十
二
年
〕「
致　

與
也
」〔
同
上
〕

「
莅　

臨
也
」〔
僖
公
三
年
〕「
攘　

却
也
」〔
僖
公
四
年
〕「
怗　

服
也
」〔
同
上
〕

「
序　

次
也
」〔
同
上
〕「
酌　

挹
也
」〔
僖
公
八
年
〕「
享　

食
」〔
僖
公
十
年
〕「
殺　

省
也
」〔
僖
公
二
十
二
年
〕「
濟　

渡
」〔
同
上
〕「
　

及
」〔
同
上
〕「
盈　

滿

也
」〔
僖
公
二
十
三
年
〕「
崇　

重
也
」〔
僖
公
三
十
一
年
〕「
已　

止
」〔
同
上
〕

「
犒　

勞
也
」〔
僖
公
三
十
三
年
〕「
云　

言
也
」〔
文
公
二
年
〕「
許　

與
也
」〔
文

公
九
年
〕「
俾　

使
也
」〔
文
公
十
二
年
〕「
燾
者　

冒
也
」〔
文
公
十
三
年
〕「
克　

勝
也
」〔
文
公
十
四
年
〕「
壓　

服
也
」〔
同
上
〕「
將　

送
也
」〔
文
公
十
五
年
〕

「
復　

反
也
」〔
宣
公
六
年
〕「
荷　

負
也
」〔
同
上
〕「
廢　

置
也
」〔
宣
公
八
年
〕

「
干　

犯
也
」〔
宣
公
十
二
年
〕「
綏　

安
也
」〔
同
上
〕「
穿　

敗
也
」〔
同
上
〕「
蠹　

壞
也
」〔
同
上
〕「
析　

破
」〔
宣
公
十
五
年
〕「
矜　

閔
」〔
同
上
〕「
革　

更
也
」

〔
成
公
二
年
〕「
　

斬
」〔
同
上
〕「
踊　

上
也
」〔
同
上
〕「
　

迎
」〔
同
上
〕

「
逮　

及
也
」〔
同
上
〕「
　

悲
也
」〔
成
公
十
六
年
〕「
殆　

疑
」〔
襄
公
五
年
〕

「
昧　

割
也
」〔
襄
公
二
十
七
年
〕「
殆　

危
也
」〔
同
上
〕「
與　

也
」〔
襄
公

二
十
九
年
〕「
聚　

斂
也
」〔
襄
公
三
十
年
〕「
更　

復
也
」〔
同
上
〕「
疆　

竟
也
」

〔
昭
公
二
年
〕「
柔　

順
」〔
昭
公
二
十
五
年
〕「
慶　

賀
」〔
同
上
〕「
覺　

悟
也
」

〔
昭
公
三
十
一
年
〕「
務　

勉
也
」〔
定
公
二
年
〕「
運　

轉
也
」〔
定
公
十
五
年
〕

「
祝　

斷
也
」〔
哀
公
十
四
年
〕
が
あ
る
。
こ
の
、「
Ａ　

Ｂ0

也
」
と
い
う
型
、

つ
ま
り
、
Ａ
を
Ｂ
と
い
う
一
文
字

0

0

0

0

0

0

0

で
言
い
換
え
る
型
は
、
訓
詁
の
典
型
で
あ
り
、

何
注
に
於
い
て
も
、
こ
の
型
が
大
半
を
占
め
る
。
次
に
、
第
二
の
型
と
し
て
、

①
「
從
者　

隨
從
也
」〔
隱
公
八
年
〕
②
「
黷　

渫
黷
也
」〔
桓
公
八
年
〕
③
「
亡　

死
亡
也
」〔
桓
公
十
五
年
〕
④
「
求　

責
求
也
」〔
莊
公
二
十
五
年
〕
⑤
「
通
者　

淫
通
」〔
莊
公
二
十
七
年
〕
⑥
「
從　

服
從
」〔
宣
公
十
二
年
〕
⑦
「
蒐　

簡
擇

也
」〔
桓
公
四
年
〕
⑧
「
説　

解
舍
」〔
定
公
八
年
〕
が
あ
る
。
こ
の
、「
Ａ　

Ｂ
Ａ
也
」（
あ
る
い
は
、「
Ａ　

Ｂ
Ｃ
也
」）
と
い
う
型
、
つ
ま
り
、
Ａ
を
Ｂ
Ａ

0

0

（
あ0

る
い
は

0

0

0

、
Ｂ
Ｃ

0

0

）
と
い
う
二
文
字

0

0

0

0

0

0

で
言
い
換
え
る
型
は
、
例
は
少
な
い
が
、
あ

る
共
通
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
Ｂ
Ａ
（
あ
る
い
は
Ｂ
Ｃ
）
が
、
い

ず
れ
も
み
な
連
文

0

0

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
①
は
、「
從

者　

隨
也
」
と
い
う
の
と
同
等
で
あ
り
〔
ち
な
み
に
、
先
に
あ
げ
た
莊
公
十
三

年
の
何
注
に
「
從　

隨
也
」
と
あ
る
〕、
②
は
、「
黷　

渫
也
」
と
い
う
の
と
同

等
で
あ
り
〔
ち
な
み
に
、『
文
選
』
思
歸
引
序
「
困
於
人
間
煩
黷
」
の
李
善
注

に
「
賈
逵
國
語
注
曰　

黷　

也
」
と
あ
る
〕、
③
は
、「
亡　

死
也
」
と
い
う

の
と
同
等
で
あ
り
〔
ち
な
み
に
『
玉
篇
』
亡
部
に
「
亡　

死
也
」
と
あ
る
〕、

④
は
、「
求　

責
也
」
と
い
う
の
と
同
等
で
あ
り
〔
ち
な
み
に
、『
論
語
』
衞
靈

公
「
君
子
求
諸
己　

小
人
求
諸
人
」
の
義
疏
に
「
求　

責
也
」
と
あ
る
〕、
⑤
は
、

「
通
者　

淫
」
と
い
う
の
と
同
等
で
あ
り
〔
ち
な
み
に
、『
廣
雅
』
釋
詁
に
「
通　

婬
也
」
と
あ
る
〕、
⑥
は
、「
從　

服
」
と
い
う
の
と
同
等
で
あ
り
〔
ち
な
み
に
、

襄
公
十
年
の
左
氏
傳
文
「
從
之
將
退　

不
從
亦
退
」
の
杜
注
に
「
從
猶
服
也
」

と
あ
る
〕、
⑦
は
、「
蒐　

簡
也
」
あ
る
い
は
「
蒐　

擇
也
」
と
い
う
の
と
同
等

で
あ
り
〔
ち
な
み
に
、『
禮
記
』
王
制
「
則
歳
三
田
」
の
鄭
注
「
春
曰
蒐
」
の

孔
疏
に
「
蒐　

擇
也
」
と
あ
り
、
ま
た
、
桓
公
四
年
の
穀
梁
傳
文
「
秋
曰
蒐
」

の
范
注
に
「
蒐　

擇
之
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
後
者
は
、
連
文
と
し
て
「
蒐
擇

0

0

之
」
と
讀
む
の
か
も
知
れ
な
い
〕、
⑧
は
、「
説　

解
」
あ
る
い
は
「
説　

舍
」

と
い
う
の
と
同
等
で
あ
る〔
ち
な
み
に
、『
易
』
大
畜「
輿
説
輹
」
の
釋
文
に「
説　

吐
恬
反　

馬
云　

解
也
」
と
あ
り
、
ま
た
、
宣
公
十
二
年
の
左
氏
傳
文
「
日
中
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而
説
」
の
杜
注
に
「
説　

舍
也
」
と
あ
る
〕。
實
は
、
こ
の
、
二
文
字
で
言
い

換
え
る
型
に
は
、
⑨
「
跌　

過
度
」〔
莊
公
二
十
二
年
〕
⑩
「
墜　

隋
地
也
」〔
文

公
三
年
〕
⑪
「
俯　

俛
頭
」〔
宣
公
六
年
〕
の
よ
う
な
、
連
文
で
な
い
も
の
も

あ
る
が
、
よ
く
み
る
と
、
⑨
の
「
度
」、
⑩
の
「
地
」、
⑪
の
「
頭
」
は
、
い
ず

れ
も
み
な
、
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
補
足
さ
れ
た

0

0

0

0

0

文
字
で
あ
っ
て
、
無
く

て
も
別
に
支
障
は
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
⑨
は
、「
跌　

過
」
と
い
う
の
と
同

等
で
あ
り
〔
ち
な
み
に
、『
太
玄
』
差
「
大
跌
」
の
范
望
注
に
「
跌　

過
也
」

と
あ
る
〕、
⑩
は
、「
墜　

隋
也
」
と
い
う
の
と
同
等
で
あ
り
〔
ち
な
み
に
、『
楚

辭
』
離
騒
「
朝
飲
木
蘭
之
墜
露
兮
」
の
王
逸
注
に
「
墜　

墮
也
」
と
あ
る
〕、

⑪
は
、「
俯　

俛
」
と
い
う
の
と
同
等
で
あ
る
〔
ち
な
み
に
、『
禮
記
』
曲
禮
上

「
俯
而
納

」
の
鄭
注
に
「
俯　

俛
也
」
と
あ
る
〕。
な
お
、
文
公
十
八
年
に
「
歸

者　

大
歸
也
」
と
あ
り
、
宣
公
元
年
に
「
退　

退
身
也
」
と
あ
り
、
宣
公
三
年

に
「
配　

配
食
也
」
と
あ
り
、
宣
公
十
二
年
に
「
勝　

戰
勝
」
と
あ
り
、
宣
公

十
八
年
に
「
踊　

辟
踊
也
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
別
の
概
念
を
導
入
し
た
、

そ
の
場
か
ぎ
り
の
説
明

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
っ
て
、
訓
詁
と
は
言
い
難
い
。
か
く
て
、
第
二
の

型
は
、
第
一
の
型
に
還
元
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
第
三
の

型
と
し
て
、「

猶
覆
也
」〔
隱
公
元
年
〕「
賻
猶
助
也
」〔
同
上
〕「

猶
遺
也
」

〔
同
上
〕「
貶
猶
損
也
」〔
隱
公
二
年
〕「
譏
猶
譴
也
」〔
同
上
〕「
卒
猶
終
也
」〔
隱

公
三
年
〕「
諂
猶
佞
也
」〔
隱
公
四
年
〕「
巡
猶
循
也
」〔
隱
公
八
年
〕「
守
猶
守
也
」

〔
同
上
〕「
祠
猶
食
也
」〔
桓
公
八
年
〕「
生
猶
造
也
」〔
同
上
〕「
越
猶
走
也
」〔
桓

公
十
六
年
〕「
孫
猶
遁
也
」〔
莊
公
元
年
〕「
當
猶
敵
也
」〔
莊
公
十
三
年
〕「
賜

猶
惠
也
」〔
僖
公
二
年
〕「
侈
猶
大
也
」〔
僖
公
二
十
六
年
〕「

猶
合
也
」〔
文

公
二
年
〕「
禘
猶
諦
也
」〔
同
上
〕「
竫
猶
撰
也
」〔
文
公
十
二
年
〕「

猶

也
」

〔
宣
公
六
年
〕「
佚
猶
過
」〔
宣
公
十
二
年
〕「
攜
猶
提
也
」〔
襄
公
二
十
七
年
〕「
推

猶
因
也
」〔
昭
公
三
十
一
年
〕「

猶
先
也
」〔
定
公
四
年
〕「
略
猶
殺
也
」〔
哀

公
五
年
〕「
反
猶
服
也
」〔
哀
公
十
三
年
〕「
撥
猶
治
也
」〔
哀
公
十
四
年
〕
が
あ

る
。
こ
の
、「
Ａ
猶
Ｂ
也
」
と
い
う
型
は
、
單
に
「
猶
」
が
あ
い
だ
に
入
っ
た

だ
け
だ
か
ら
、
言
う
ま
で
も
な
く
、「
Ａ　

Ｂ
也
」
と
い
う
第
一
の
型
に
還
元

0

0

0

0

0

0

0

で
き
る

0

0

0

。
最
後
に
、
第
四
の
型
と
し
て
、
⑫
「
挈
猶
提
挈
也
」〔
桓
公
十
一
年
〕

⑬
「
尋
猶
尋
繹
也
」〔
成
公
三
年
〕
⑭
「
祠
猶
繼
嗣
也
」〔
桓
公
八
年
〕
⑮
「
勉

猶
努
力
」〔
宣
公
十
五
年
〕
⑯
「
黜
猶
出
逐
」〔
襄
公
二
十
七
年
〕
が
あ
る
。
こ

の
型
も
、
實
は
、「
提
挈
」「
尋
繹
」「
繼
嗣
」「
努
力
」「
出
逐
」
が
、
い
ず
れ

も
み
な
、
連
文
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
⑫
は
、「
挈
猶
提
也
」
と
い
う
の
と

同
等
で
あ
り
〔
ち
な
み
に
、
玄
應
『
一
切
經
音
義
』
卷
第
十
九
〈
復
挈
〉
に
「
挈

猶
提
也
」
と
あ
る
〕、
⑬
は
、「
尋
猶
繹
也
」
と
い
う
の
と
同
等
で
あ
り
〔
ち
な

み
に
、『
玉
篇
』
寸
部
に
「
尋　

繹
也
」
と
あ
る
〕、
⑭
は
、「
祠
猶
繼
也
」
あ

る
い
は
「
祠
猶
嗣
也
」
と
い
う
の
と
同
等
で
あ
り
、
⑮
は
、「
勉
猶
努
」
あ
る

い
は
「
勉
猶
力
」
と
い
う
の
と
同
等
で
あ
り
〔
ち
な
み
に
、『
小
爾
雅
』
廣
詁

に
「
勉　

力
也
」
と
あ
り
、『
集
韻
』
姥
韻
に
引
く
〈
方
言
〉
に
「
努　

勉
也
」

と
あ
る
〕、
⑯
は
、「
黜
猶
出
」
あ
る
い
は
「
黜
猶
逐
」
と
い
う
の
と
同
等
で
あ

る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
第
四
の
型
に
つ
い
て
も
、
第
二
の
型
と
同
じ
こ
と
が

言
え
る
。
つ
ま
り
、
第
一
の
型
に
還
元
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
く

て
、
第
二
・
第
三
・
第
四
の
型
は
、
い
ず
れ
も
み
な
、
第
一
の
型
に
還
元
で
き

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
に
、
第
一
の
型
を
訓
詁
の
典
型

0

0

と
呼
ん
だ
所
以

で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
議
論
に
も
と
づ
け
ば
、
宣
公
六
年
の
公
羊
傳
文

「
躇
階
而
走
」
の
何
注
に
「
躇
猶
超
遽
不
暇
以
次
」
と
あ
る
の
も
、「
躇
猶
超

0

0

0　
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遽
不
暇
以
次
」〝「
躇
」
は
超
〔
と
び
こ
え
る
〕
と
同
じ
で
あ
る
。
い
そ
い
で
、

階
段
を
一
段
づ
つ
ふ
む
暇
が
な
か
っ
た
、
の
で
あ
る
〞
と
讀
む
の
が
自
然
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
陳
立
の
『
公
羊
義
疏
』
に
は
「
校
勘
記
云　

唐
石
經
諸
本
同　

釋
文　

躇
與

同　

一
本
作
辵　

音
同　

經
義
雜
記
曰　

説
文　

辵　

乍
行
乍

止
也　

从
彳
从
止　

讀
若
春
秋
公
羊
傳
曰
辵
階
而
走　

釋
文
謂
一
本
作
辵　

與

説
文
正
合　

則
古
本
公
羊
作
辵
階
矣　

公
食
大
夫
禮　

賓
栗
階
升　

注　

不
拾

級
連
歩　

趨
主
國
君
之
命　

不
拾
級
而
下
曰
辵　

公
羊
傳
文
當
本
作
辵　

義
當

如
禮
經
注　

何
邵
公
與
鄭
義
同　

較
之
説
文
乍
行
乍
止
之
訓
更
密
也
／
集
韻

十
八
藥　

躇
下
引
此
傳
文　

又
云
或
作
　

葉
鈔
釋
文　

作
蹶　

誤　

玉
篇　

　

乍
前
乍
卻　

依
説
文
爲
説
也　

左
傳
云　

遂
扶
以
下　

彼
釋
文
引
服
虔

注
作
跣　

云
徒
跣
也　

今
杜
注
本
往
往
作
跣
者　

盧
文
弨
云　

服
本
是
也　

襄

三
年
傳　

晉
悼
公
懼
魏
絳
之
死　

亦
跣
而
出　

皆
是
急
迫
不
及
納

使
然　

按

與
此
注
超
遽

0

0　

義
亦
合
」
と
あ
り
、
ま
た
、「
釋
文
遽
作
劇　

其
據
反　

本
亦

作
遽　

公
羊
問
答
云　

左
傳
距
躍
三
百　

注　

超
越
也　

疏　

距
地
向
前
跳
而

越
物
過
也　

説
文
作
超
距　

史
記
王
翦
傳　

方
投
石
超
距　

索
隱
曰　

超
距
猶

跳
躍
也　

漢
書
甘
延
壽
傳　

投
石
抜
距　

張
晏
曰　

抜
距　

超
距
也
／
然
則
超0

遽0

猶
超
距　

不
暇
如
常
降
階
也
」
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
、〈
校
勘
記
〉
の
説
（
そ

し
て
『
經
義
雜
記
』
の
説
）
と
『
公
羊
問
答
』
の
説
、
つ
ま
り
、
引
用
部
分
に

は
、
特
に
問
題
は
な
い
。
問
題
が
あ
る
の
は
、
陳
立
自
身
の
説
、
つ
ま
り
、「
按

與
此
注
超
遽

0

0　

義
亦
合
」
と
「
然
則
超
遽

0

0

猶
超
距　

不
暇
如
常
降
階
也
」
の
部

分
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
陳
立
は
「
超
遽
」
を
一
ま
と
ま
り
の
言
葉
と
し
て

讀
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
り
に
、
陳
立
の
い
う
「
超
遽0

猶
超
距0

」
が
正
し

い
と
す
れ
ば
、「
超
距
」
は
と
び
こ
え
る
の
意
の
連
文

0

0

で
あ
る
か
ら
、
件
の
「
躇

猶
超
遽
」
は
、
先
の
第
四
の
型
に
入
り
、
訓
詁
の
型
と
し
て
可
能
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
ど
う
考
え
て
も
、「
遽
」
に
「
距
」
の
意
味
は
な
い
〔
無
理
に

假
借

0

0

と
解
釋
し
よ
う
と
す
る
と
、〝
い
そ
ぐ
〞
と
い
う
意
味
が
消
え
て
し
ま
う
。

陳
立
自
身
も
「
急
迫
」
と
言
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
〕。
つ
ま
り
、「
超
遽
」
は
、

か
り
に
そ
う
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
連
文
で
は
な
く
て
、〝
と
び
こ

え
る
〞
と
〝
い
そ
ぐ
〞
と
い
う
別
々
の
二
つ
の
概
念

0

0

0

0

0

0

0

0

を
含
む
言
葉
で
あ
っ
て
、

訓
詁
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
ま

ち
が
い
は
、『
集
韻
』
藥
韻
の
「
躇
　

超
遽

0

0

也
」
に
始
ま
り
、
陳
立
は
こ
れ

に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、〈
釋
文
〉
に
は
既
に
「
躇　

丑
略
反　

與

同　

一
本
作
辵　

音
同　

劇
不

0

0　

其
據
反　

本
亦
作
遽
」
と
あ
っ
て
、
は
っ
き
り「
躇

猶
超　

遽
不

0

0

暇
以
次
」
と
句
讀
し
て
い
る
〔
ち
な
み
に
、
拙
譯
『
春
秋
公
羊
傳

何
休
解
詁
』（
汲
古
書
院
、
三
〇
七
頁
）
で
は
、「
躇
」
を
〝
チ
ョ
〞
と
讀
ん
で

し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
場
を
か
り
て
お
詫
び
し
、〝
チ
ャ
ク
〞
に
訂
正
し
た
い
〕。

な
お
、『
儀
禮
』
燕
禮
「
凡
公
所
辭　

皆
栗
階
」
の
鄭
注
に
「
栗　

蹙
也　

謂

越
等
急0

趨
君
命
也
」
と
あ
る
の
が
、
參
考
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

『
集
韻
』
以
來
の
「
超
遽
」
の
説
は
け
っ
こ
う
根
強
く
、
例
え
ば
、
最
近
の
坂

内
千
里
氏
の
『
經
部
引
用
書
か
ら
見
た
「
説
文
解
字
繋
傳
」
注
釋
考
』
に
も
〝
何

休
の
注
に
「
躇
猶
超
遽

0

0　

不
暇
以
次
（
躇
は
猶
お
超
遽
の
ご
と
し
、
次
を
以
て

す
る
に
暇
あ
ら
ず
）」
と
あ
り
、
階
段
（
の
段
）
を
飛
び
越
し
て
走
り
逃
げ
る

こ
と
を
言
う
〞〔
大
阪
大
學
出
版
會
、
二
一
一
頁
〕
と
あ
る
〔
偶
然
か
も
知
れ

な
い
が
、
こ
こ
に
は
、〝
い
そ
ぐ
〞
と
い
う
言
葉
が
見
當
た
ら
な
い
〕。
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【
少
習
】

『
後
漢
書
』
の
儒
林
傳
に
は
、
同
じ
儒
林
傳
で
も
、『
史
記
』
や
『
漢
書
』
の

そ
れ
に
は
見
ら
れ
な
い
、「
少
習
」
と
い
う
言
葉
〔
も
ち
ろ
ん
、『
管
子
』
小
匡

に
「
少0

而
習0

焉　

其
心
安
焉　

不
見
異
物
而
遷
焉
」
と
あ
る
よ
う
な
、〝
年
少

の
時
の
習
慣
〞
の
意
で
は
な
い
〕
が
頻
見
す
る
。
例
え
ば
、〈
周
澤
〉
の
項
に「
少0

習0

公
羊
嚴
氏
春
秋
」
と
あ
り
、〈
樓
望
〉
の
項
に
「
少
習

0

0

嚴
氏
春
秋
」
と
あ
り
、

〈
張
玄
〉
の
項
に
「
少
習

0

0

顏
氏
春
秋
」
と
あ
り
、〈
李
育
〉
の
項
に
「
少
習

0

0

公
羊

春
秋
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、《
春
秋
》
に
關
わ
る
も
の
だ
が
、
檢
索
の
範
圍

を
も
っ
と
廣
げ
る
と
、《
書
》
に
關
し
て
、〈
牟
長
〉
の
項
に
「
少
習

0

0

歐
陽
尚
書
」

と
あ
り
、《
詩
》
に
關
し
て
、〈
任
末
〉
の
項
に
「
少
習

0

0

齊
詩
」
と
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
渡
邉
義
浩
氏
の
『
全
譯
後
漢
書
』
列
傳
㈦
〔
汲
古
書
院
、
六
四
四
頁
〜

七
〇
九
頁
〕
は
、
こ
の
「
少
習
〜
」
を
、
一
律
に
〝
若
い
こ
ろ
に
〜
を
習
っ
た

0

0

0

〞

と
譯
し
て
い
る
。
現
代
日
本
語
で〝
習
っ
た
〞
と
言
え
ば
、
普
通
、〝
學
習
し
た
〞

の
意
で
あ
り
、
渡
邉
氏
の
〝
習
っ
た
〞
も
、
お
そ
ら
く
、
そ
う
で
あ
ろ
う
。
だ

と
す
る
と
、
こ
の
譯
は
些
か
お
か
し
い
。
學
習
す
る
の
は
誰
で
も
若
い
こ
ろ
だ

か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
は
、「
習
」
を
も
う
ち
ょ
っ
と
違
う
意
味
に
と
ら
な
い
と
、

せ
っ
か
く
の「
少
」
が
生
き
な
い
。「
少
」
を
生
か
す
た
め
に
は
、「
習
」
を
、〝
習

熟
し
た
〞
あ
る
い
は
〝
通
曉
し
た
〞
の
意
に
（
つ
ま
り
、
學
習
し
た
結
果

0

0

と
し

て
）
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〝
若
く
し
て

0

0

0

0

〜
を
マ
ス
タ
ー
し
た
〞
と
い
う

ふ
う
に
〔「
早
熟
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
で
は
な
い
か
〕。
な
お
、「
習
」
を
こ

の
よ
う
な
意
味
に
解
す
べ
き
こ
と
は
、
先
に
も
舉
げ
た
〈
張
玄
〉
の
項
に
「
少

習0

顏
氏
春
秋　

兼
通0

數
家
法
」
と
あ
っ
て
、「
習
」
と
「
通
」
と
が
對
〔
つ
い
〕

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
〔
ち
な
み
に
、〈
楊
倫
〉
の
項
に
「
少
爲

諸
生　

師
事

0

0

司
徒
丁
鴻　

習
古
文
尚
書
」
と
あ
り
、
ま
た
、〈
包
咸
〉
の
項
に「
少

爲
諸
生　

受
業

0

0

長
安　

師
事

0

0

博
士
右
師
細
君　

習
魯
詩
論
語
」
と
あ
っ
て
、〝
學

習
し
た
〞
に
相
當
す
る
の
は
、
む
し
ろ
、「
師
事
」
や
「
受
業
」
の
方
で
あ
る
。

な
お
、〈
楊
仁
〉
の
項
に
は
、
ず
ば
り
、「
詣
師
學
習

0

0

韓
詩
」
と
あ
る
〕。
餘
談

だ
が
、『
詩
』
秦
風
〈
駟
驖
〉「
四
馬
既
閑
」
の
毛
傳
や
大
雅
〈
卷
阿
〉「
既
閑

且
馳
」
の
鄭
箋
な
ど
に
見
え
る
「
閑　

習0

也
」
と
い
う
訓
詁
の
「
習
」
も
、
習0

熟0

の
意
味
に
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
〔
そ
う
い
え
ば
、
公
羊
の
序
疏
に
「
不
閑0

公
羊
左
氏
之
義
」
と
あ
る
〕。

以
上
で
、「
少
習
」
に
關
す
る
議
論
は
終
わ
り
だ
が
、
こ
と
の
つ
い
で
に
、

渡
邉
氏
の
當
該
書
で
氣
づ
い
た
點
を
も
う
一
つ
あ
げ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、

宦
者
傳
の
〈
呂
強
〉
の
項
「
昔
楚
女
悲
愁　

則
西
宮
致
災
」
の
李
賢
注
に
「
公

羊
傳
曰　

西
宮
災　

何
以
書　

記
災
也　

何
休
注
云　

是
時
僖
公
爲
齊
桓
公
所

脅　

以
齊

爲
嫡　

楚
女
廢
居
西
宮
而
不
見
恤　

悲
愁
怨
曠
所
生

0

0

也
」
と
あ
る

の
を
、〝『
春
秋
公
羊
傳
』（
僖
公　

傳
二
十
年
）
に
、「
西
宮
に
て
火
災
が
あ
っ

た
。
ど
う
し
て
こ
れ
を
書
く
の
か
。
災
を
記
す
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
何
休
の

注
に
、「
こ
の
と
き
魯
の
僖
公
は
齊
の
桓
公
に
脅
迫
さ
れ
、
齊
の

を
嫡
妻
と

し
た
。（
そ
の
た
め
）
楚
の
女
は
廢
さ
れ
て
西
宮
に
お
り
、
憐
れ
み
を
か
け
ら

れ
な
か
っ
た
。（
こ
れ
が

0

0

0

）
悲
愁
と
怨
恨
の
生
じ
た
理
由
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
あ
る
〞

〔
五
八
六
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
點
で
、
こ
れ
で
は
、
災
の
説
明

0

0

0

0

に
な
っ
て
お
ら
ず
、

明
ら
か
に
ま
ち
が
い
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
莊
公
六
年「
螟
」
の
何
注
に「
先

是
伐
衞
納
朔　

兵
歴
四
時
乃
反　

民
煩
擾
之
所
生

0

0

」〝
こ
れ
よ
り
先
に
、
衞
を

伐
っ
て
朔
を
納
め
、
兵
が
四
時
を
經
過
し
て
よ
う
や
く
も
ど
り
、（
そ
の
た
め
）

民
が
煩
わ
さ
れ
た
、
こ
と
が
生
ん
だ
も
の

0

0

0

0

0

で
あ
る
〞
と
あ
り
、
莊
公
七
年
「
秋
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大
水　

無
麥
苗
」
の
何
注
に
「
先
是
莊
公
伐
衞
納
朔　

用
兵
踰
年　

夫
人
數
出

淫
　

民
怨
之
所
生

0

0

」〝
こ
れ
よ
り
先
に
、
莊
公
が
衞
を
伐
っ
て
朔
を
納
め
、

兵
を
用
い
る
の
に
年
を
踰
え
、
夫
人
が
た
び
た
び
外
出
し
て
淫

し
、（
そ
の

た
め
）
民
が
怨
ん
だ
、
こ
と
が
生
ん
だ
も
の

0

0

0

0

0

で
あ
る
〞
と
あ
り
、
僖
公
十
五
年

「
八
月

」
の
何
注
に
「
公
久
出　

煩
擾
之
所
生

0

0

」〝
公
が
久
し
く
外
出
し
て
、

わ
ず
ら
わ
し
か
っ
た
、
こ
と
が
生
ん
だ
も
の

0

0

0

0

0

で
あ
る
〞
と
あ
り
、
僖
公
二
十
一

年
「
夏
大
旱
」
の
何
注
に
「
新
作
南
門
之
所
生

0

0

」〝
新
た
に
南
門
を
作
っ
た
、

こ
と
が
生
ん
だ
も
の

0

0

0

0

0

で
あ
る
〞
と
あ
り
、
宣
公
十
年
「
大
水
」
の
何
注
に
「
先

是
城
平
陽　

取
根
牟
及
　

役
重
民
怨
之
所
生
」〝
こ
れ
よ
り
先
に
、
平
陽
に

城
き
、
根
牟
及
び

を
取
り
、
勞
役
が
か
さ
な
っ
て
〔
or
お
も
く
て
〕
民
が
怨

ん
だ
、
こ
と
が
生
ん
だ
も
の

0

0

0

0

0

で
あ
る
〞
と
あ
り
、
成
公
三
年
「
大
雩
」
の
何
注

に
「
成
公
幼
少　

大
臣

政　

變
亂
政
敎　

先
是
作
丘
甲　

爲

之
戰　

伐
鄭　

圍
棘　

不
恤
民
之
所
生

0

0

」〝
成
公
は
幼
少
で
、
大
臣
が
政
權
を
に
ぎ
っ
て
、
政

敎
を
亂
し
、
こ
れ
よ
り
先
に
、
丘
で
甲
を
作
ら
せ
、

の
戦
を
な
し
、
鄭
を
伐

ち
、
棘
を
圍
み
、
民
を
あ
わ
れ
ま
な
か
っ
た
、
こ
と
が
生
ん
だ
も
の

0

0

0

0

0

で
あ
る
〞

と
あ
り
、
成
公
五
年
「
秋
大
水
」
の
何
注
に
「
先
是
既
有
丘
甲

棘
之
役　

又

重
以
城
　

民
怨
之
所
生

0

0

」〝
こ
れ
よ
り
先
、
丘
で
甲
を
作
ら
せ
、

・
棘
の

戰
役
が
あ
っ
た
う
え
に
、
さ
ら
に

に
城
い
た
た
め
、
民
が
怨
ん
だ
、
こ
と
が

生
ん
だ
も
の

0

0

0

0

0

で
あ
る
〞
と
あ
り
、
襄
公
二
十
四
年
「
大
水
」
の
何
注
に
「
前
此

叔
孫
豹
救
晉　

仲
孫
羯
侵
齊　

比
興
師
衆　

民
怨
之
所
生

0

0

也
」〝
こ
れ
よ
り
前

に
、
叔
孫
豹
が
晉
を
救
援
し
た
り
、
仲
孫
羯
が
齊
を
侵
し
た
り
し
て
、
し
き
り

に
師
衆
を
興
こ
し
、（
そ
の
た
め
）
民
が
怨
ん
だ
、
こ
と
が
生
ん
だ
も
の

0

0

0

0

0

で
あ

る
〞
と
あ
り
、
襄
公
三
十
年
「
五
月
甲
午
宋
災　

伯
姫
卒
」
の
何
注
に
「
伯
姫

守
禮
含
悲
極
思
之
所
生

0

0

」〝
伯
姫
が
、
禮
を
守
り
、
悲
し
み
に
た
え
、
思
い
を

つ
く
し
た
、
こ
と
が
生
ん
だ
も
の

0

0

0

0

0

で
あ
る
〞
と
あ
っ
て
、「
所
生
」
は
、
い
ず

れ
も
み
な
、
災
の
説
明

0

0

0

0

だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
も
、
正
し
く
は
、

〝
こ
の
時
、
僖
公
が
齊
に
脅
さ
れ
て
、
齊
か
ら
の

を
嫡
と
し
、
楚
女
が
廢
さ
れ
、

西
宮
に
お
か
れ
て
顧
み
ら
れ
ず
、（
そ
の
た
め
）
悲
し
み
怨
ん
だ

0

0

0

0

0

0

、
こ
と
が
生

0

0

0

0

ん
だ
も
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

〞
と
譯
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔
生
じ
た
の
は
、
災0

で
あ
っ

て
、〝
悲
愁
と
怨
恨
〞
で
は
な
い
の
で
あ
る
〕。
な
お
、
何
休
の
災
異
説
の
構
造

に
つ
い
て
は
、
正
編
の
【
所
致
】
の
項
で
詳
論
し
て
い
る
。

【
大
名
】

諸
經
傳
の
〈
原
目
〉
の
疏
に
は
、「
大
名
」
の
語
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

『
毛
詩
』〈
周
南
關
睢
詁
訓
傳
第
一　

毛
詩
國
風
」
の
疏
に
①
「
詩
者　

一
部
之

大
名

0

0　

國
風
者　

十
五
國
之

稱　

不
冠
於
周
南
之
上　

而
退
在
下
者　

按
鄭

注
三
禮
周
易
中
候
尚
書
皆
大
名
在
下　

孔
安
國
馬
季
長
盧
植
王
肅
之
徒　

其
所

注
者
莫
不
盡
然　

然
則
本
題
自
然　

非
注
者
移
之　

定
本
亦
然　

當
以
皆
在
第

下　

足
得

攝
故
也　

班
固
之
作
漢
書　

陳
壽
之
撰
國
志　

亦
大
名
在
下　

蓋

取
法
於
經
典
也
」
と
あ
り
、『
儀
禮
』〈
士
冠
禮
第
一　

儀
禮
〉
の
疏
に
②
「
儀

禮
者　

一
部
之
大
名

0

0　

士
冠
者　

當
篇
之
小
號　

退
大
名
在
下
者　

取
配
注
之

意
故
也
」
と
あ
り
、『
禮
記
』〈
曲
禮
上
第
一　

禮
記
〉
の
疏
に
③
「
禮
記
者　

一
部
之
大
名

0

0　

曲
禮
者　

當
篇
之
小
目　

既
題
曲
禮
於
上　

故
著
禮
記
於
下　

以
配
注
耳
」
と
あ
り
、『
左
氏
傳
』〈
春
秋
經
傳
集
解
隱
第
一
〉
の
疏
に
④
「
杜

既
集
解
經
傳　

春
秋
此
書
之
大
名

0

0　

故
以
春
秋
冠
其
上
」
と
あ
る
〔
な
お
、『
左

氏
傳
』
序
の
疏
に
も
④
「
此
序
大
略　

凡
有
十
一
段　

明
義
以
春
秋
是
此
書
大0
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名0　

先
解
立
名
之
由
」
と
あ
る
〕。
こ
れ
ら
の
四
例
も
見
れ
ば
、「
大
名
」
が〝
總0

名0

〞
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
、
自
明
で
あ
ろ
う
。『
公
羊
傳
』〈
春
秋
公
羊
經
傳

解
詁
隱
公
第
一
〉
の
疏
に
⑤
「
云
春
秋
者　

一
部
之

名
0

0

」
と
あ
る
所
以
で
あ

る
。
だ
と
す
れ
ば
、『
穀
梁
傳
』〈
春
秋
穀
梁
傳
隱
公
第
一
〉
の
疏
に
⑥
「
春
秋

者　

此
書
之
大
名

0

0

」
と
あ
り
、
ま
た
、『
穀
梁
傳
』
序
の
疏
に
⑥
「
春
秋
是
此

書
之
大
名

0

0

」
と
あ
る
の
も
、
同
じ
意
味
の
は
ず
で
あ
っ
て
、
田
中
麻
紗
巳
氏
が
、

⑥
と
⑥´

と
を
、
い
ず
れ
も
み
な
、〝
最
重
要
な
名
稱
〞〔『
春
秋
穀
梁
傳
楊
士

勛
疏
』
汲
古
書
院
、
三
八
頁
・
一
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
の
は
、
ま
ち
が
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ち
な
み
に
、
岡
村
繁
氏
は
、
①
を
〝
總
名
〞〔『
毛
詩
正
義

譯
注
第
一
冊
』
中
國
書
店
、
九
七
頁
〕
と
正
し
く
譯
し
、
野
間
文
史
氏
も
、
④

を
〝
總
名
〞〔『
春
秋
正
義
の
世
界
』
溪
水
社
、
一
一
〇
頁
〕
と
正
し
く
譯
し
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
田
中
氏
の
當
該
書
に
は
、
他
に
も
誤
譯
が
多
い
。
以
下
、
そ
の

一
端
を
指
摘
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
、
序
疏
に
「
傳
之0

解
經　

隨
事
則
釋
」

と
あ
る
の
を
、
田
中
氏
は
、〝
傳
は
こ
れ

0

0

經
を
解
し
、
事
に
隨
ひ
て
則
ち
釋
す
〞

〔
一
頁
〕
と
訓
讀
し
て
い
る
が
、「
之
」
を
〝
こ
れ
〞
と
讀
ん
だ
の
で
は
、
何
の

こ
と
や
ら
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
ず
、
ま
ち
が
い
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
之
」
は
、

當
然
、
主
格
を
表
わ
す
か
ら
、〝
傳
の0

經
を
解
す
る
や
〞〔
傳
が0

經
を
解
釋
す
る

方
法
は
〕
と
讀
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
原
目
の
疏
に
も
「
傳
之

解
經
」
と
あ
る
が
、
そ
ち
ら
の
方
で
は
、〝
傳
の
經
を
解
す
る
や
〞〔
三
八
頁
〕
と
、

正
し
く
訓
讀
し
て
お
り
、
不
可
思
議
で
あ
る
。

次
に
「
亦
既
經
傳
共
文
題
名
不
可
單
舉
」
と
あ
る
の
を
、
田
中
氏
は
「
亦
既

經
傳　

共
文
題
名　

不
可
單
舉
」
と
句
切
り
、〝
亦
既
に
經
と
傳
と
は
、
題
名

0

0

を
共
に
文
と
し

0

0

0

0

0

0

、
單
舉
す
可
か
ら
ず
〞〔
一
頁
〕
と
訓
讀
し
、〝
ま
た
經
と
傳
は

0

0

0

0

題
名
を
共
通
に
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
、（「
春
秋
」
を
は
ぶ
い
て
「
穀
梁
傳
序
」
と
）
傳
だ

け
を
舉
げ
る
の
は
妥
當
で
は
な
い
〞〔
一
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
が
、〝
題
名
を
共

に
文
と
し
〞
と
い
う
訓
讀
は
無
理
だ
し
、〝
經
と
傳
は
題
名
を
共
通
に
す
る
〞

と
い
う
譯
は
意
味
不
明
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
み
な
、
ま
ち
が
い
で
あ
る
。
こ

こ
は
、
そ
も
そ
も
、「
亦
既
經
傳
共
文

0

0

0

0　

題
名
不
可
單
舉
」
と
句
切
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。「
經
傳
共
文
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
經
文
と
傳
文
と
が
一
ま
と

ま
り
〔
一
つ
づ
き
〕
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

次
に
「
釋
仲
尼
修
春
秋
所
由

0

0

及
始
隱
終
麟
之
意
」
と
あ
る
の
を
、
田
中
氏
は

〝
仲
尼
の
春
秋
を
修
め
、
由
る
所
及
び
隱
に
始
ま
り
麟
に
終
る
の
意
を
釋
す
〞

〔
一
頁
〕
と
訓
讀
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
、〝
仲
尼
春
秋
を
修
む
る
の
由
る
所
〞

と
、
續
け
て
讀
ま
な
け
れ
ば
、
奇
妙
で
あ
る
。
田
中
氏
自
身
も
、〝
修
訂
が
な

さ
れ
た
理
由
〞〔
一
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
ち
な
み
に
、
下
文
に「
釋

三
傳
所
起

0

0

及
是
非
得
失
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
田
中
氏
を
、
正
確

に
〝
三
傳
の
起
こ
る
所
、
及
び
是
非
得
失
を
釋
す
〞〔
二
頁
〕
と
訓
讀
し
て
い
る
。

と
い
う
よ
り
も
、
他
に
讀
み
よ
う
が
な
い
。

次
に
「
九
有
之
存　

唯
祭
與
號
」
と
あ
る
の
を
、
田
中
氏
は
〝
中
國
に
は
祭

祀
と
名
號
し
か
存
在
せ
ず
〞〔
二
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
が
、
お
か
し
い
。
存
在

す
る
の
は
、
祭
祀
や
名
號
で
は
な
く
、
九
有
〔
中
國
〕
の
は
ず
で
あ
っ
て
、
こ

こ
は
、〝
中
國
が
存
在
す
る

0

0

0

0

0

0

0

あ
か
し
は
、
た
だ
祭
と
號
だ
け
で
あ
る
〞
と
譯
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
昭
公
三
十
二
年
の
穀
梁
傳
文
に
「
天
子
微　

諸
侯
不
享
覲　

天
子
之
在
者　

惟
祭
與
號
」
と
あ
り
、
宣
公
十
五
年
の
穀
梁
傳

文
に
「
君
之
所
存
者　

命
也
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
四
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編
』
の
【
專
辭
】
の
項
で
も
述
べ
て
い
る
。

次
に
「
故
孝
經
説
云　

春
秋
屬
商
是
也
」
と
あ
る
の
を
、
田
中
氏
は
〝
だ
か

ら
『
孝
經
説
』（
緯
書
）
は
「
春
秋
は
商
に
屬
す
（
春
秋
學
は
子
夏
、
名
は
商

の
擔
當
領
域

0

0

0

0

で
あ
る
）」
と
い
う
〞〔
三
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
が
、「
屬
」
を
〝
分

擔
〞
の
意
味
に
解
す
る
の
は
、
些
か
苦
し
い
。
こ
こ
は
、
自
然
に
、〝
託
〞
の

意
味
に
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
公
羊
の
原
目
の
疏
に
は
「
荅
曰　

孝
經
説
云　

孔
子
曰

0

0

0　

春
秋
屬0

商　

孝
經
屬
參　

然
則
其
微
似
之
語　

獨
傳0

子

夏
」
と
あ
っ
て
、
實
は「
屬
商
」
は
孔
子
の
言
葉

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
し
か
も
、
疏
は
、「
屬0

商
」
を
「
傳0

子
夏
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。

最
後
は
、
挍
勘
の
問
題
で
、
原
文
に
「
故
與
門
徒　

商
略
名
例　

傳
示

0

0

同
異

也
」〔
三
頁
〕
と
あ
る
。
阮
元
の
〈
挍
勘
記
〉
に
は
記
載
が
な
い
が
、
序
に
「
於

是
乃
商
略
名
例　

敷
陳
疑
滯　

博
示

0

0

諸
儒
同
異
之
説
」〔
三
五
頁
〕
と
あ
る
か

ら
、「
傳
」
を
「
博
」
に
訂
正
す
る
の
が
、
親
切
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。「
博
」

の
方
が
、
意
味
が
自
然
に
通
じ
る
の
だ
か
ら
。

【
脩
春
秋
】

穀
梁
の
范
甯
の
序
に
「
因
魯
史
而
脩
春
秋

0

0

0

」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
脩
春
秋
」

と
い
う
語
は
、
そ
の
疏
に
、
何
度
も
執
拗
に
登
場
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の「
脩

春
秋
」
を
、
田
中
麻
紗
巳
氏
は
、
例
外
な
く
一
律
に
、〝『
春
秋
』
を
修
訂
し
た

0

0

0

0

〞

〔『
春
秋
穀
梁
傳
楊
士
勛
疏
』
汲
古
書
院
、
一
頁
・
二
頁
・
五
頁
・
六
頁
・
一
〇

頁
・
一
八
頁
・
二
〇
頁
・
二
一
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

〝
修
訂
し
た
〞
と
い
う
日
本
語
は
、《
春
秋
》
と
い
う
存
在
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
つ

ま
り
、
孔
子
の《
春
秋
》
制
作
と
い
う
大
事
業〔
も
ち
ろ
ん
理
念
上
の
こ
と
〕
が
、

こ
の
日
本
語
で
は
、
矮
小
化
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
〔
ち
な
み

に
、『
史
記
』
孔
子
世
家
に
「
至
於
爲
春
秋　

筆
則
筆　

削
則
削　

子
夏
之
徒

不
能
贊
一
辭　

弟
子
受
春
秋　

孔
子
曰　

後
世
知
丘
者
以
春
秋　

而
罪
丘
者
亦

以
春
秋
」
と
あ
る
。
確
か
に
、〝
修
訂
し
た
〞
な
ど
と
い
う
よ
う
な
生
半
可
な

事
業
で
は
な
い
〕。
そ
れ
な
ら
ば
、
ど
う
譯
せ
ば
よ
い
の
か
。
筆
者
な
ら
ば
、

思
い
切
っ
て
、〝『
春
秋
』
を
制
作
し
た

0

0

0

0

〞
と
譯
す
。
と
い
う
の
も
、『
史
記
』

孔
子
世
家
に
「
乃
因
史
記
作
春
秋

0

0

0

」
と
あ
り
、
同
儒
林
傳
に
「
故
因
史
記
作
春

0

0

秋0

」
と
あ
り
、
何
よ
り
も
、『
漢
書
』
司
馬
遷
傳
贊
に
「
及
孔
子
因
魯
史
記
而

作
春
秋

0

0

0

」
と
あ
っ
て
、
上
の
范
甯
の
序
の
「
因
魯
史
而
脩
春
秋

0

0

0

」
は
、
お
そ
ら

く
、
こ
れ
ら
に
も
と
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
だ
と
す
れ
ば
、「
脩
春
秋
」

は
「
作
春
秋
」
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
、
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
「
脩
」
は
、「
作
」
と
ほ
ぼ
同
意
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
〔
ち
な
み
に
、
こ
の
序
疏
の
中
に
も
、「
爲
此
仲
尼
作
春
秋

0

0

0

也
」（
九

頁
）・「
獲
麟
而
作
春
秋

0

0

0

」（
二
一
頁
）・「
作
春
秋

0

0

0

然
後
麟
至
」（
同
上
）
な
ど
、

「
作
春
秋
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
な
お
、
原
目
の
疏
に「
穀
梁
所
脩0　

謂
之
傳
」

と
あ
る
が
、
田
中
氏
は
、
こ
れ
も
、〝
穀
梁
氏
が
修
訂
し
た

0

0

0

0

も
の
を
傳
と
い
う
〞

（
三
九
頁
）
と
譯
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
穀
梁
氏
は
修
訂
し
た
わ
け
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
な
い

0

0

0

か
ら
、
上
の
大
事
業
云
云
と
は
別
の
意
味
で
、〝
修
訂
し
た
〞
は
お
か

し
い
。〝
解
説
し
た
〞
ぐ
ら
い
の
意
味
で
あ
ろ
う
〕。

と
こ
ろ
で
、
田
中
氏
の
當
該
書
に
は
、
他
に
も
疑
問
に
思
わ
れ
る
譯
が
多
い
。

以
下
、
そ
の
一
端
を
指
摘
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
、
序
疏
に
「
仲
尼

0

0

修
春

秋　

以
平
王
爲
始　

知0

衰
極
是
平
桓
也
」
と
あ
る
の
を
、
田
中
氏
は
、〝
だ
か

ら
仲
尼
は

0

0

0

『
春
秋
』
を
修
訂
し
、
平
王
の
時
期
か
ら
始
め
て
お
り
、
衰
え
極
ま
っ
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た
の
は
平
王
・
桓
王
の
世
と
解
し
た

0

0

0

か
ら
で
あ
る
〞〔
六
頁
〕
と
譯
し
て
い
る

が
、「
知0

」
の
主
體
を
仲
尼
と
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

點
で
、
ま
ち
が
い
で
あ
る
。
こ
こ
の

「
知
」
は
、
上
文
「
知0

者
云
云
」
の
「
知
」
と
同
じ
で
、
そ
の
主
體
は
、
登
場

人
物
で
あ
る
仲
尼
で
は
な
く
て
、
讀
者
で
あ
る
わ
れ
わ
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
だ
か
ら
、

こ
こ
は
、
正
し
く
は
〝
仲
尼
が
《
春
秋
》
を
制
作
す
る
の
に
、
平
王
を
始
め
と

し
て
い
る
、
こ
と
か
ら
、
衰
極
は
平
王
・
桓
王
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

0

0

0

〞
と
譯

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔
實
は
、
こ
こ
は
、
上
文
の
「
平
王
東
遷
之
後　

下
同

於
國
風　

政
敎
所
被　

纔
及
郊
畿
」
と
つ
な
が
っ
て
い
る
〕。

次
に
、「
禮
樂
崩
壞　

故
常
道
所
以
敗
也
」
と
あ
る
の
を
、
田
中
氏
は
、〝
そ

の
禮
樂
が
壞
れ
す
た
れ
た
の
で
あ
り
、
常
に
守
る
べ
き
道
が
そ
こ
な
わ
れ
た
か

ら
で
あ
る
〞〔
六
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
が
、
原
因
と
結
果
と
が
逆
に
な
っ
て
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ま
っ
て
い
て

0

0

0

0

0

、
ま
ち
が
い
で
あ
る
。
正
し
く
は
、〝
禮
樂
が
す
た
れ
た
か
ら

0

0

、

常
道
が
そ
こ
な
わ
れ
た
〞
と
譯
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、「
云
七
耀
盈
縮
者　

謂
日
月
薄
食　

若
晦
食
則
是
月
行
疾　

食
朔
與

二
日　

是
月
行
遲
」
と
あ
る
の
を
、
田
中
氏
は
、〝「
七
耀
盈
縮
す
」
と
い
う
の

は
、
日
食
・
月
食
が
、
晦
日
に
起
こ
る
の
は
月
の
運
行
が
速
い
か
ら
、
朔
日
や

二
日
に
起
こ
る
の
は
月
の
運
行
が
遲
い
か
ら
と
い
う
こ
と
を
い
う
〞〔
八
頁
〕

と
譯
し
て
い
る
が
、
月
食
が
晦
日

0

0

0

0

0

・0

朔
日

0

0

・0

二
日
に
お
こ
る
わ
け
が
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
、

こ
の
よ
う
に
續
け
て
讀
む
の
は
、
ま
ち
が
い
で
あ
る
。「
謂
日
月
薄
食
」
で
一

旦
切
り
、
以
下
は
日
食
に
限
っ
た
話

0

0

0

0

0

0

0

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、「
又
五
行
傳
云　

晦
而
月
見
西
方　

謂
之
朓　

朔
而
月
見
東
方　

謂

之
側
匿　

朓
則
侯
王
其
荼　

側
匿
則
侯
王
其
肅　

是
由
君
行
使
之
然
也
」
と
あ

る
の
を
、
田
中
氏
は
、〝
ま
た
『
五
行
傳
』
に
は
、「
晦
に
は
月
、
西
方
に
見
ゆ
、

之
を
朓
と
謂
ひ
、
朔
に
は
月
、
東
方
に
見
ゆ
、
之
を
側
匿
と
謂
ふ
（
晦
日
に
月

が
西
方
に
現
れ
る
の
を
朓
と
い
い
、
朔
日
に
月
が
東
方
に
現
れ
る
の
を
側
匿
と

い
う
）」
と
あ
る
。「
朓
」
な
ら
王
侯
（
の
爲
政
）
が
緩
慢
、「
側
匿
」
な
ら
そ

れ
が
嚴
し
す
ぎ
る
の
で
あ
り
、
君
主
の
行
爲
に
よ
っ
て
そ
う
な
る
〞〔
八
頁
〕

と
譯
し
て
い
る
が
、
五
行
傳
の
文
は
、「
謂
之
側
匿
」
ま
で
で
は
な
く
て
、
も

う
少
し
下
の
「
側
匿
則
侯
王
其
肅
」
ま
で
と
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と

い
う
の
も
、
最
後
の
「
是0

由
君
行
使
之
然
也
」
が
、
五
行
傳
の
文
全
體
を
承
け

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
い
る

0

0

0

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、「
謂
之
側
匿
」

で
切
る
と
、
そ
の
間
の
「
朓
則
侯
王
其
荼　

側
匿
則
侯
王
其
肅
」
が
浮
い
て
し

ま
う
。
ち
な
み
に
、『
漢
書
』
五
行
志
下
之
下
に
「
京
房
易
傳
曰　

婦
貞
厲　

月
幾
望　

君
子
征　

凶　

言
君
弱
而
婦
彊　

爲
陰
所
乘　

則
月
並
出　

晦
而
月

0

0

0

見
西
方

0

0

0　

謂
之
朓

0

0

0　

朔
而
月
見
東
方

0

0

0

0

0

0　

謂
之
仄
慝

0

0

0

0　

仄
慝
則
侯
王
其
肅

0

0

0

0

0

0

0　

朓
則

0

0

侯
王
其
舒

0

0

0

0

」
と
あ
る
。

最
後
に
、「
以
爲
川
嶽
崩
竭　

亦
是
天
使
爲
之　

故
緫
言
垂
象
以
包
之
」
と

あ
る
の
を
、
田
中
氏
は
、〝「
川
嶽
崩
竭
す
」
と
い
う
の
も
天
の
仕
業
だ
と
考
え

る
の
で
、「
象
を
垂
る
」
と
ま
と
め
て
述
べ
て
包
括
し
て
い
る
、
と
解
す
る

0

0

0

〞

〔
一
一
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
が
、
こ
の
譯
文
に
は
、〝
解
す
る
〞
の
主
語
が
な
い
。

實
は
、
こ
こ
は
、
上
の
「
舊
解
云
」
に
對
す
る
今
の
解
釋

0

0

0

0

の
は
ず
で
、
單
に
「
以

爲
」
と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、「
今0

以
爲
」
の
「
今
」
が
脱
落
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、「
今
」
と
い
う
主
語
を
補
っ
て
譯
す
の
が
、
親
切
と
い

う
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
上
文
に
は
「
云
鬼
神
疵
厲
者　

舊
解
以
爲

0

0

0

0

鬼

神
即
宗
廟　

是
也　

疵
厲　

謂
災
變
也　

言
人
棄
常
制　

致
宗
廟
之
災　

即
桓

宮
新
宮
災　

是
也　

今
以
爲

0

0

0

鬼
神
爲
之
疵
癘　

即
國
語
云
杜
伯
射
宣
王
於
鎬　



春秋學用語集補遺（一）

97

左
傳
云
伯
有
之
鬼
爲
厲　

是
也
」〔
七
頁
〕
と
あ
っ
て
、
舊
解
と
今
解
と
が
は
っ

き
り
對
應
し
て
い
る
。

【
衰
亂
】

穀
梁
の
序
疏
に
「
仲
尼
之
脩
春
秋　

因
衰
亂
而
作

0

0

0

0

0

」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
因

衰
亂
而
作
」
を
、
田
中
麻
紗
巳
氏
は
、〝（
時
代
の
）
衰
え
と
亂
れ
が
き
っ
か
け

で
あ
る
〞〔『
春
秋
穀
梁
傳
楊
士
勛
疏
』
汲
古
書
院
、
五
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
。

一
見
、
も
っ
と
も
ら
し
い
譯
だ
が
、
つ
ぼ

0

0

を
は
ず
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、

こ
こ
は
、
一
般
的
な
話
で
は
な
く
て
、
孔
子
の
《
春
秋
》
制
作
に
關
わ
る
特
殊

な
話
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
衰
亂
」
は
、
實
は
、
何
休
の
有
名
な
「
於
所
傳

聞
之
世　

見
治
起
於
衰
亂

0

0

之
中　

用
心
尚

」〔
隱
公
元
年
公
羊
傳
文
「
所

見
異
辭　

所
聞
異
辭　

所
傳
聞
異
辭
」
の
注
〕
を
承
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、

か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
衰
亂
」
は
、〝
衰
亂
の
世
〞
と
も
言
う
べ
き
、
時
代

の
名
稱
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
〔『
正
編
』
の
【
三
世
】
の
項
を
參
照
〕。

し
か
も
、
こ
の
「
因
衰
亂
而
作
」
と
い
う
言
い
方
は
、
明
ら
か
に
、
何
休
序
の

「
本
據
亂
而
作
」
を
承
け
て
い
る
〔
ち
な
み
に
、
そ
の
徐
疏
に
「
故
曰
据
亂
而

作　

謂
据
亂
世
之
史
而
爲
春
秋
也
」
と
あ
る
。
な
お
、『
正
編
』
の
【
據
亂
】

の
項
を
參
照
〕。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
は
、
正
確
に
は
、〝
衰
亂
（
の
世
の
記
録
）

に
基
づ
い
て
作
っ
た
〞
と
譯
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔
だ
か
ら
、
衰
亂
の
世
、

つ
ま
り
亂
世
は
、
三
世
説
と
い
う
理
念
上
で
は
、
隱
・
桓
・
莊
・
閔
・
僖
の
五

公
だ
が
、
現
實
に
は
、
十
二
公
す
べ
て
な
の
で
あ
る
〕。
要
す
る
に
、
こ
の
文
は
、

田
中
氏
が
い
う
よ
う
な
、
春
秋
制
作
の
理
由

0

0

を
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
制

作
の
仕
方

0

0

を
述
べ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
田
中
氏
の
當
該
書
に
は
、
他
に
も
疑
問
に
思
わ
れ
る
譯
が
多
い
。

以
下
、
そ
の
一
端
を
指
摘
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
、
序
疏
に
「
指
謂
當
春

秋
之
時
」
と
あ
る
の
を
、
田
中
氏
は
、〝
春
秋
時
代

0

0

0

0

の
こ
と
を
い
う
〞〔
一
四
頁
〕

と
譯
し
て
い
る
が
、
疏
中
の
言
葉
と
し
て
〝
春
秋
時
代
〞
が
飛
び
出
し
て
く
る

の
は
、
さ
す
が
に
ま
ず
い
の
で
は
な
い
か
。
や
は
り
、
こ
こ
は
、
時
代
性
と
い

う
も
の
を
き
ち
ん
と
意
識
し
て
、〝《
春
秋
》
當
時
〞
と
で
も
譯
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。次

に
、「
乃
與0

諸
侯
就
申
立
太
子
宜
臼
」
と
あ
る
の
を
、
田
中
氏
は
、〝
乃
ち

諸
侯
と0

申
に
就
き
太
子
宜
臼
を
立
つ
〞〔
一
三
頁
〕
と
訓
讀
し
、〝
そ
こ
で
諸
侯

た
ち
は0

申
侯
に
從
っ
て
皇
太
子
宜
臼
を
王
に
立
て
〞〔
一
四
頁
〕
と
譯
し
て
い

る
が
、
こ
れ
で
は
、
訓
讀
と
譯
と
が
不
一
致
で
あ
る
。『
史
記
』
周
本
紀
に
「
於

是
諸
侯
乃
即
申
侯
而
共
立
故
幽
王
太
子
宜
臼
」
と
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
、

「
與
」
は
衍
文
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
だ
と
す
れ
ば
、
一
言
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
、

「
與
」
の
字
を
、
訓
讀
で
は
生
か
し
、
譯
で
は
無
視
す
る
、
と
い
う
態
度
は
、

ど
う
か
と
思
う
〔
そ
も
そ
も
、
當
該
書
に
は
、
挍
勘
も
譯
注
も
な
く
、
一
般
書

な
ら
と
も
か
く
、
專
門
書
と
し
て
は
、
致
命
的
で
あ
る
〕。

次
に
、「
知
非
爲
師
摯
理
之　

故
仲
尼
不
正
者　

師
摯
直
閑
關
睢
之
音
而
已　

詩
之
顚
倒　

仍
是
仲
尼
改
正
」
と
あ
る
の
を
、
田
中
氏
は
、〝
樂
官
長
の
摯
が

『
詩
』
の
内
容
を
す
で
に
整
え
て
い
た
の
で
、
仲
尼
は
修
正
し
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
の0

で
は
な
い

0

0

0

0

と
わ
か
る
の
は
、
摯
は
た
だ
關
睢
（
な
ど
の
個
々
の
詩
）
の
音
律
に

習
熟
し
て
い
る
だ
け
で
、
轉
倒
し
て
い
た
詩
の
配
列
は
、
や
は
り
仲
尼
が
改
め

0

0

0

0

0

正
し
た

0

0

0

か
ら
で
あ
る
〞〔
一
六
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
、
ト
ー
ト

ロ
ジ
ー
で
あ
っ
て
、
正
し
く
は
、「
師
摯
直
閑
關
睢
之
音
而
已
」
で
、
一
度
切
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ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
「
先
儒
鄭
衆
賈
逵
之
徒　

以
爲
仲
尼
脩
春
秋　

約
之
以
周
禮　

脩
母
致

0

0

0

子0　

故
獨
得
麟
也
」
と
あ
る
中
の
「
脩
母
致
子
」
を
、
田
中
氏
は
、〝
母
（『
春

秋
』）
を
修
飾
し
て

0

0

0

0

子
（
麒
麟
）
を
ま
ね
き
よ
せ
た
〞〔
二
二
頁
〕
と
譯
し
て
い

る
が
、
こ
れ
で
は
、
何
の
こ
と
や
ら
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
〔
特
に
〝
修
飾

し
て
〞
が
奇
妙
で
あ
る
〕。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、「
脩
母
致
子
」
説
と
い
う
、

左
氏
の
特
殊
な
説
で
あ
る
か
ら
、
き
ち
ん
と
、〝
孔
子
が
《
春
秋
》
を
作
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
禮
が
脩
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
禮
は
火
德
だ
か
ら
、

そ
の
子
で
あ
る
土
德
に
相
應
す
る
麟
が
現
わ
れ
た
〞〔『
正
編
』
の
【
脩
母
致
子

説
】
の
項
を
參
照
〕
と
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、『
禮
記
』

禮
運
疏
に
「
異
義
説
左
氏
者　

以
昭
二
十
九
年
傳
云　

水
官
不
脩　

故
龍
不
至　

以
水
生
木　

故
爲
脩
母
致
子

0

0

0

0

之
説　

故
服
虔
注
獲
麟
云　

麟　

中
央
土
獸　

土

爲
信　

信　

禮
之
子　

脩0

其
母
致

0

0

其
子0　

視
明
禮
脩
而
麟
至　

思
睿
信
立
而
白

虎
擾　

言
從
乂
成
而
神
龜
在
沼　

聽

知
正
則
名
川
出
龍　

貌
恭
性
仁
則
鳳
皇

來
儀　

又
毛
詩
傳
云　

麟
信
而
應
禮　

又
云　

騶
虞　

義
獸　

有
至
信
之
德
則

應
之　

皆
爲
以
脩
母
致
子

0

0

0

0

之
義
也
」
と
あ
り
、『
左
氏
傳
』
哀
公
十
四
年
「
西

狩
獲
麟
」
の
疏
に
「
賈
逵
服
虔
潁
容
等
皆
以
爲　

孔
子
自
衞
反
魯　

考
正
禮
樂　

脩
春
秋　

約
以
周
禮　

三
年
文
成
致
麟　

麟
感
而
至　

取
龍
爲
水
物　

故
以
爲

脩
母
致
子

0

0

0

0

之
應
」
と
あ
る
。

最
後
に
、「
宗
師
仲
尼　

以
重
其
言　

於
道
最
爲
高
也
」
と
あ
る
の
を
、
田

中
氏
は
、〝
仲
尼
を
宗
師
と
し
、
そ
の
言
説
を
重
ん
じ
て
、
最
高
の
道
と
す
る

0

0

0

0

0

0

0

〞

〔
二
五
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
が
、
由
由
し
き
ま
ち
が
い
で
あ
る
。
下
文
の
諸
家
に
、

く
り
か
え
し
「
此
其
所
長
也
」
と
あ
り
、
こ
こ
も
、
儒
家
の
長
所
を
述
べ
た
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の0

で
あ
っ
て
、
仲
尼
を
ほ
め
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
於

道
最
爲
高
也
」
は
、〝（
儒
家
が
）
道
と
し
て
最
高
の
も
の
で
あ
る
〞
と
譯
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
遇
】穀

梁
の
序
疏
に
、
僖
公
十
四
年
の
經
文
「
夏
六
月
季
姫
及
繒
子
遇0

于
防　

使

繒
子
來
朝
」
に
關
わ
っ
て
、「
季
姫
之
遇0

子
」
と
あ
る
が
、
田
中
麻
紗
巳
氏
は
、

こ
れ
を
〝
季
姫
が
豫
期
せ
ず
に

0

0

0

0

0

子
に
會
っ
た
こ
と
〞〔『
春
秋
穀
梁
傳
楊
士
勛

疏
』
汲
古
書
院
、
二
九
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
。
隱
公
八
年
「
春
宋
公
衞
侯
遇0

于

垂
」
の
穀
梁
傳
文
に
「
不
期

0

0

而
會
曰
遇
」
と
あ
る
の
を
直
譯
し
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
日
本
語
の
〝
豫
期
せ
ず
に
〞
に
は
、
偶
然
に

0

0

0

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
、

だ
と
す
れ
ば
、
田
中
氏
の
こ
の
譯
は
お
か
し
い
。
と
い
う
の
も
、
昭
公
二
十
五

年
の
公
羊
傳
文
に「
以
遇
禮

0

0

相
見
」
と
あ
り
、
ま
た
、『
史
記
』
孔
子
世
家
に「
以

會
遇
之
禮

0

0

0

0

相
見
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
遇
」
は
歴
と
し
た
禮
の
一
種

0

0

0

0

だ
か
ら
で

あ
る
〔
そ
こ
で
、
僖
公
十
四
年
の
范
注
に
「
遇
例
時
」
と
あ
っ
て
、
書
例
も
存

在
す
る
の
で
あ
る
〕。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
禮
な
の
か
。
隱
公
四
年
「
夏

公
及
宋
公
遇0

于
淸
」
の
公
羊
傳
文
「
遇
者
何　

不
期
也　

一
君
出　

一
君
要
之

也
」
の
何
注
に
「
古
者
有
遇
禮　

爲
朝
天
子　

若0

朝
罷
朝　

卒
相
遇
于
塗　

近

者
爲
主　

遠
者
爲
賓　

稱
先
君
以
相
接　

所
以
崇
禮
讓
絶
慢
易
也
」〝
昔
は
遇

禮
が
あ
っ
た
。
天
子
に
朝
す
る
た
め
で
あ
り
、（
天
子
に
）
朝
し
、
朝
が
お
わ
っ

た
後
、
み
ち
で
だ
し
ぬ
け
に
出
遇
っ
た
、
か
の
よ
う
に
し
た

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。（
そ

の
際
）
近
い
者
が
主
と
な
り
、
遠
い
者
が
賓
と
な
り
、
互
い
に
先
君
を
稱
し
て

接
し
た
。
禮
讓
を
崇
び
慢
易
を
絶
つ
た
め
（
の
手
立
て
）
で
あ
る
〞
と
あ
り
、
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ま
た
、
左
氏
の
同
經
文
の
杜
注
に
「
遇
者　

草
次
之
期　

二
國
各
簡
其
禮　

若0

道
路
相
逢
遇
也
」〝「
遇
」
と
は
、
倉
卒
の
會
合
で
あ
っ
て
、
二
國
が
そ
れ
ぞ
れ

儀
禮
を
簡
略
に
し
、
道
路
で
た
ま
た
ま
出
遇
っ
た
か
の
よ
う
に
し
た

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ

る
〞
と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、「
遇
」
と
は
、
略
式

0

0

の
禮
で
、〝
急
な
こ
と

で
準
備
が
整
わ
な
い
〞
か
の
よ
う
に
す
る
〔
急
で
あ
る
こ
と
を
僞
装
す
る
〕
も

の
の
よ
う
で
あ
る
〔
ち
な
み
に
、
杜
注
の
疏
に
「
曲
禮
下
云　

諸
侯
未
及
期
相

見
曰
遇　

相
見
於
郤
地
曰
會　

然
則
會
者
豫
謀
間
地　

克
期
聚
集　

訓
上
下
之

則　

制
財
用
之
節　

示
威
於
衆　

各
重
其
禮　

雖
特
會
一
國　

若
二
國
以
上　

皆
稱
會
也　

遇
者
或
未
及
會
期　

或
暫
須
相
見　

各
簡
其
禮　

若
道
路
相
逢
遇

然
」
と
あ
る
〕。
先
に
あ
げ
た
孔
子
世
家
の
文
の
〈
集
解
〉
に
「
王
肅
曰　

會

遇
之
禮　

禮
之
簡
略

0

0

0

0

也
」
と
あ
る
所
以
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
件
の
「
季
姫

之
遇

子
」
は
、
ぴ
っ
た
り
は
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、〝
季
姫
が
略
式
の

0

0

0

禮
で

0

0

子
に
會
っ
た

0

0

0

こ
と
〞
ぐ
ら
い
に
譯
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
田
中
氏
の
當
該
書
に
は
、
他
に
も
疑
問
に
思
わ
れ
る
譯
が
多
い
。

以
下
、
そ
の
一
端
を
指
摘
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
、
序
疏
に
「
舊
解
以
爲

服
杜
何
嚴
皆
深
於
義
理　

不
可
復
加　

故
不
論
之

0

0

0

0　

以
注
穀
梁
者　

皆
不
經
師

匠　

故
偏
論
之

0

0

0

0

」
と
あ
る
の
を
、
田
中
氏
は
〝
舊
解
釋
で
は
、
服
虔
・
杜
預
や

何
休
・
嚴
彭
祖
（
の
注
釋
）
は
い
ず
れ
も
道
理
を
深
く
解
説
し
て
い
て
、
さ
ら

に
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
論
及
し
な
い
が
、『
穀
梁
』
を
注
釋
し
た
者

た
ち
は
、
い
ず
れ
も
先
師
の
正
し
い
學
を
繼
承
せ
ず
、
一
方
的
に
論
じ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
、
と
す
る
〞〔
三
五
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
が
、
お
か
し
い
。
と
い
う
の
も
、

下
の
「
故
偏
論
之
」
は
、
上
の
「
故
不
論
之
」
と
呼
應
し
て
い
る
、
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
下
の
「
故
偏
論
之
」
の
主
語
は
、
上
の
「
故
不
論
之
」
と
同
樣

に
、
范
甯

0

0

な
の
で
あ
っ
て
、『
穀
梁
』
を
注
釋
し
た
者
た
ち
で
は
決
し
て
な
い
、

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
の
後
半
は
、
正
確
に
は
、〝『
穀
梁
』
を
注

釋
し
た
者
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
先
師
の
正
し
い
學
を
繼
承
し
て
い
な
い
か
ら
、

（
范
甯
は
）『
穀
梁

0

0

』
の
注
釋
だ
け
を
論
じ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
〞
と
譯
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

次
に
、「
言
旻
天
者　

以
父
卒
故
以
殺
方
言
之

0

0

0

0

0

」
と
あ
る
の
を
、
田
中
氏
は
、

〝
旻
天
と
言
ふ
は
、
父
卒
す
る
を
以
て
、
故
に
殺
を
以
て
方
に
之
を
言
は
ん
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る

0

0

な
り
〞〔
三
七
頁
〕
と
訓
讀
し
て
い
る
が
、
支
離
滅
裂
で
あ
る
。
こ
こ
の

後
半
は
、〝
殺
方

0

0

を
以
て
之
を
言
ふ
〞
と
讀
ま
な
け
れ
ば
、
意
味
が
通
じ
な
い
。

「
殺
方
」
と
は
、
西
方
で
、
秋
を
い
い
、「
旻
天
」
に
通
じ
る
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、『
爾
雅
』
釋
天
に
「
秋0

爲
旻
天

0

0

」
と
あ
り
、
注
に
「
旻
猶
愍
也　

愍
萬

物
彫
落
」
と
あ
り
、
疏
に
「
言
秋0

氣
肅
殺0　

萬
物
可
愍　

故
曰
旻
天
」
と
あ
る
。

【
改
元
立
號
】

穀
梁
の
隱
公
元
年
の
疏
に
、
公
羊
の
何
注
を
引
用
し
て
、「
惟
王
者
然
後
改0

元
立
號

0

0

0

」
と
あ
る
が
、
田
中
麻
紗
巳
氏
は
、
こ
れ
を
、〝
王
者
た
る
者
だ
け
が（
即

位
と
と
も
に
）
新
た
に
年
を
數
え
始
め
、（「
王0

」
の0

）
號
を
稱
す
る

0

0

0

0

0

〞〔『
春
秋

穀
梁
傳
楊
士
勛
疏
』
汲
古
書
院
、
四
〇
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
は
奇
妙
な
譯
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、〝
王
者
だ
け
が
「
王
」
と
稱
す
る
〞

で
は
、
當
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
何
か
を
言
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
、
か
ら
で

あ
る
〔
そ
れ
に
、「
立
」
と
は
、
創
立

0

0

の
意
で
あ
る
の
に
、「
王
」
は
極
め
て
一

般
的
な
稱
號
で
あ
る
〕。
そ
こ
で
、
田
中
氏
も
筆
者
も
參
加
し
て
い
た
公
羊
注

疏
研
究
會
の
『
公
羊
注
疏
譯
注
』
を
み
る
と
、〝
た
だ
王
者
だ
け
が
新
た
に
元
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年
を
稱
し
紀
年
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
〞〔
一
一
五
頁
〕
と
、
わ
れ
な
が
ら
、

意
味
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
譯
が
つ
い
て
い
て
、
あ
ま
り
參
考
に
な
ら
な
い
。
た

だ
、
研
究
會
の
こ
の
譯
は
、「
改
元
」
と
「
立
號
」
と
を
同
意
と
し
て
い
る
ふ0

し0

が
あ
る
〔
つ
ま
り
、〝
元
號
を
改
立
す
る
〞
と
い
う
よ
う
に
〕。
そ
し
て
、
實

は
、「
改
元
」
と
「
立
號
」
と
を
同
意
と
し
て
讀
む
べ
き
「
改
元
立
號
」
も
存

在
す
る
の
で
あ
っ
て
、『
中
説
』
問
易
に
「
改
元
立
號

0

0

0

0　

非
古
也
」
と
あ
る
の
が
、

お
そ
ら
く
、
そ
う
で
あ
ろ
う
〔
ち
な
み
に
、『
漢
書
』
李
尋
傳
に
「
今
陛
下
久

疾　

變
異
屢
數　

天
所
以
譴
告
人
也　

宜
急
改
元
易
號

0

0

0

0

」
と
あ
り
、
同
天
文
志

に
「
其
六
月
甲
子　

夏
賀
良
等
建
言
當
改
元
易
號

0

0

0

0　

增
漏
刻
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
「
改
元
易
號
」
も
、〝
元
號
を
改
易
す
る
〞
と
讀
む
べ
き
も
の
で
、『
中

説
』
の
「
改
元
立
號
」
に
非
常
に
近
い
〕。
し
か
し
、
今
の
筆
者
に
は
、
何
注

の
「
改
元
立
號
」
は
こ
れ
と
は
違
う
、
よ
う
に
思
え
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の

場
合
、
語
り
手
は
確
か
に
元
號
が
存
在
す
る
漢
代
の
人
物
だ
が
、
語
ら
れ
て
い

る
内
容
は
、
元
號

0

0

が
存
在
し
な
い

0

0

0

0

0

上
古
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
〔
先
に
あ
げ
た

『
中
説
』
の
「
改
元
立
號　

非
古

0

0

也
」
を
逆
に
參
照
〕。
そ
れ
な
ら
ば
、
ど
の
よ

う
に
讀
め
ば
よ
い
の
か
。「
改
元
」
と
「
立
號
」
と
を
切
り
離
せ
ば
よ
い
の
で

あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
他
の
有
力
な
資
料
を
參
考
に
す
る
こ
と
が
出
來
る
。『
春

秋
繁
露
』
三
代
改
制
質
文
に
「
故
湯
受
命
而
王　

應
天
變
夏
作
殷
號

0

0

0　

時
正
白

統
（
中
略
）
文
王
受
命
而
王　

應
天
變
殷
作
周
號

0

0

0　

時
正
赤
統
」
と
あ
り
、『
白

虎
通
』
號
に
「
所
以
有
夏
殷
周
號
何　

以
爲
王
者
受
命　

必
立
天
下
之
美
號

0

0

0

0

0

0

以

表
功
自
克　

明
易
姓
爲
子
孫
制
也　

夏
殷
周
者　

有
天
下
之
大
號
也　

百
王
同

天
下　

無
以
相
別　

改
制
天
子
之
大
禮　

號
以
自
別
于
前　

所
以
表
著
己
之
功

業
也　

必
改
號
者　

所
以
明
天
命
已
著　

欲
顯
揚
己
于
天
下
也　

己
復
襲
先
王

之
號　

與
繼
體
守
文
之
君
無
以
異
也　

不
顯
不
明　

非
天
意
也　

故
受
命
王
者　

必
擇
天
下
美
號　

表
著
己
之
功
業　

明
當
致
施
是
也　

所
以
預
自
表
克
于
前
也

（
中
略
）
何
以
知
即
政
立
號

0

0

也　

詩
云　

命
此
文
王　

于
周
于
京　

此
改
號
爲

周　

易
邑
爲
京
也　

春
秋
傳
曰　

王
者
受
命
而
王　

必
擇
天
下
之
美
號
以
自
號

也
」
と
あ
る
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
立
號
」
は
、（
夏
・
殷
・
周
な

ど
の
）〝
國
號
を
立
て
る

0

0

0

0

0

0

〞
の
意
味
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

「
改
元
」
の
方
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、〝
暦
を
改
め
る
〞
の
意
味
で
あ
り
、
上

の
三
代
改
制
質
文
の
「
時
正
白
統
」
や
「
時
正
赤
統
」
が
、
こ
れ
に
相
當
す
る

〔
な
お
、
同
じ
三
代
改
制
質
文
に
「
王
者
必
受
命
而
後
王　

王
者
必
改
正
朔

0

0

0

易

服
色
制
禮
樂
一
統
於
天
下
」
と
あ
る
〕。

【
以
日
月
爲
例
】

穀
梁
の
隱
公
元
年
の
疏
に
「
左
氏
惟
大
夫
卒
及
日
食　

以
日
月
爲
例

0

0

0

0

0　

自
餘

皆
否
」
と
あ
る
が
、
田
中
麻
紗
巳
氏
は
、
こ
れ
を
、〝
だ
が
『
左
氏
』
は
、
大

夫
の
死
去
と
日
食
と
だ
け
は
、
月
日
を
記
す
の
が
例
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
以
外
は
記
さ
な

0

0

0

0

0

0

0

0

い0

、
と
す
る
（『
釋
例
』
大
夫
卒
例
）〞〔『
春
秋
穀
梁
傳
楊
士
勛
疏
』
汲
古
書
院
、

四
九
頁
〕
と
譯
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
譯
は
、
と
ん
で
も
な
い
ま

ち
が
い
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
譯
が
正
し
い
と
す
る
と
、《
春
秋
》
經

文
に
於
い
て
、
大
夫
の
死
去
と
日
食
と
の
記
事
以
外
は
、
日
・
月
を
記
さ
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
か
ら
で
あ
る
。
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と
が
あ
ろ

う
か
。
事
實
と
し
て
は
、
日
・
月
を
記
し
て
い
る
經
文
は
、
他
に
い
く
ら
で
も

あ
る
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
杜
預
の
解
釋
を
見
る
と
〔
ち
な
み
に
、
田
中
氏

が
い
う
『
釋
例
』
大
夫
卒
例
は
、
お
そ
ら
く
、
輯
本
、
つ
ま
り
、
二
次
資
料
で
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あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
際
、
使
わ
な
い
〕、
隱
公
元
年
「
公
子
益
師
卒
」
の
杜
注

に
「
傳
例
曰　

公
不
與
小
斂　

故
不
書
日　

所
以
示
厚
薄
也　

春
秋
不
以
日
月

0

0

爲
例

0

0　

唯
卿
佐
之
喪
獨
託
日
以
見
義

0

0

0

0

0

者　

事
之
得
失　

既
未
足
以
襃
貶
人
君　

然
亦
非
死
者
之
罪　

無
辭
可
以
寄
文　

而
人
臣
輕
賤　

死
日
可
略　

故
特
假
日

0

0

以
見
義

0

0

0

」
と
あ
っ
て
、「
託
日
以
見
義
」
あ
る
い
は「
假
日
以
見
義
」
か
ら
、「
以

日
月
爲
例
」
の
正
し
い
意
味
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、〝
日
・
月
（
を
書0

く
書
か
な
い

0

0

0

0

0

）
に
假
託
し
て
義
を
示
す
〞
と
い
う
こ
と
で
あ
る
〔
實
は
、
こ
こ

の
「
例
」
は
、〝
義
例

0

0

〞
と
い
う
特
別
な
も
の
を
い
う
〕。
杜
注
の
疏
に
「
春
秋

0

0

諸
事
日
與
不
日

0

0

0

0

0

0　

傳
皆
不
發　

唯
此
發
傳　

故
特
解
之
云
（
中
略
）
故
於
此
一

條
特
假
日
以
見
義　

其
餘
則
不
以
日
月
爲
例　

故
無
傳
也
」
と
あ
る
所
以
で
あ

る
。
な
お
、
穀
梁
の
〈
釋
文
〉
に
「
穀
梁
皆
以
日
月
爲
例

0

0

0

0

0

」
と
あ
る
の
も
、
も

ち
ろ
ん
、
同
じ
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
田
中
氏
は
な
ぜ
ま
ち
が
え
た
の
か
。

あ
く
ま
で
筆
者
の
推
測
だ
が
、
田
中
氏
は
、
こ
の
「
以
日
月
爲
例
」
を
、
桓
公

十
七
年
「
冬
十
月
朔
日
有
食
之
」
の
杜
注
「
甲
乙
者　

歴
之
紀
也　

晦
朔
者　

日
月
之
會
也　

日
食
不
可
以
不
存
晦
朔　

晦
朔
須
甲
乙
而
可
推　

故
日
食
必
以0

書
朔
日
爲
例

0

0

0

0

0

」
の
「
以
書0

朔
日
爲
例
」
と
混
同
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ

の
文
な
ら
、
確
か
に
、〝「
朔
」
と
日
づ
け
と
を
書
く
こ
と

0

0

0

0

を
例
と
す
る
〞
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、「
以
日
月
爲
例
」
と
「
以
書0

朔
日
爲
例
」
と
を
よ

く
見
比
べ
て
み
る
と
、「
書
」
の
字
の
有
無
と
い
う
微
妙
な
違
い
が
あ
る
。
實
は
、

こ
の
微
妙
な
違
い
に
よ
っ
て
、
豪
釐
千
里
、「
例
」
の
意
味
が
全
く
違
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

〔
本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
度
跡
見
学
園
特
別
研
究
助
成
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
〕


